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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 12

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 1485 事業名 新型コロナウイルス感染症対策事業（マスク等消耗品費） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 防災危機管理室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 新型コロナウイルス感染症対策費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

7号補正
10月定例

3,469 1,832 1,832 0 0

補正後 5,301 5,189 112 0

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

需用費

　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、12月～２月の
間、各教室で手指消毒できるよう、手指消毒液及び消毒用ポンプ
等を購入する。
　手指消毒液、消毒用ポンプ等　1,105千円

1,105
国

10/10

需用費

　避難所やこども園、放課後児童クラブにおいて、適切に換気を
行うため、二酸化炭素濃度測定器を購入する。
　測定器＠11,800円×17個×1.1＝220,660円

221
国

10/10

備品

　避難所において、床からの新型コロナ感染を予防するため、折
りたたみ式ベッドを導入する。
　折りたたみ式ベッド＠11,500円×40個×1.1＝506,000円

506
国

10/10

合計 1,832

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　小中学校、こども園等での感染予防対策を実施するため、必要な消耗品、備品を購入する。

これまでの
取組状況や
改善点等

7号補正
10月臨時

 2‐1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 11

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

これまでの
取組状況や
改善点等

令和２年度　琴浦町持続化交付金（第１弾）【実績　112事業所　21,200千円】
　　　　　　琴浦町持続化交付金（第２弾）【実績　245事業所　49,000千円】

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　新型コロナウイルス感染症による影響の長期化に伴い、経営に支障が生じている事業者に対し、事業継続と
雇用の維持のための支援を行う。

細事業等 内容 補正額 財源内訳

第3弾琴浦町持
続化交付金

【事業継続支援】（47,350千円）
　○要件
　(1)町内に本店、本社など主たる事業所を有する中小・小規模事
　　業者及び個人事業主
　(2)令和2年12月までに創業しており、今後も事業を継続・雇用
　　を維持する意思があること。
　(3)令和3年4月～12月までの間で連続する3ヶ月の事業収入が、
　　前年（2020年）又は前々年（2019年）の同3ヶ月と比較して
　　20％以上減少していること。
　(4)比較する2020年又は2019年の連続する3ヶ月の平均事業収入
　　が100千円以上あること。
　(5)町税を完納していること。
　○業種
　　全業種（第1次産業を営む個人事業主は除く）
　○支給金額
　・20％～30％未満　100千円
　・30％～40％未満　150千円
　・40％～50％未満　200千円
　・50％以上　　　　300千円

 【商工会審査事務委託費】（270千円）
　○委託内容
　・申請相談・支援、申請書類の審査
　○支給金額
　・1事業所　　　　 1.1千円

 【スケジュール】
　○ 申請期間
　・11月上旬～令和4年2月上旬

47,620

国
7/10
県

3/10

合計 47,620

補正後 47,620 30,766 16,854 0

（単位：千円）

補正の内容

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

7号補正
10月臨時

0 47,620 30,766 16,854 0

予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 新型コロナウイルス感染症対策費

担当課 商工観光課 担当係 商工担当

3

事業番号 1565 事業名 琴浦町持続化交付金（第３弾）事業 事業区分 ■新規 □継続

 4‐1



目的 ：新型コロナウイルス感染症による影響の長期化に伴い、経営に支障が生じている事業者に対し、事業継続と雇用の維持の
　　　　ための支援を行う。

 琴浦町持続化交付金（第３弾）　  　事業費 　47,620 千円
(国：30,766千円   県：16,854千円)

事業継続支援      47,350千円

対象者

次のすべてに該当する法人、個人事業者

(1)町内に本店、本社など主たる事業所を有する中小・小規模事業者及び個人事業主　
(2)令和2年12月までに創業しており、今後も事業を継続する意思があること。
(3)雇用を維持する意思があること。
　（雇用者がいない場合は事業継続の意思があること）
(4)新しい生活様式のガイドラインへの対応や新型コロナウイルス感染症からの回復後を見据えた事業継続を目指していること。
(5)町税を完納していること。

業　種 全業種対象　(第一次産業を営む個人事業主は対象外)

要　件

・新型コロナウイルス感染症の影響により、令和3年4月～12月までの間で連続する３か月の事業収入が、前年（2020年）又は前々年（2019年）の同３ヶ月と比
較して 20％以上減少 していること。

・比較する2020年又は2019年の連続する３か月の平均事業収入が10万円以上あること。

支　給
金　額

売上減少率　　　　
　20％～30％未満減少　100千円 
　30％～40％未満減少　150千円
　40％～50％未満減少　200千円 
　50％以上～　   　   　　 300千円 

商工会審査事務委託費　　270千円

内　容
審査事務　1事業所　1.1千円　
　　　　　　　※申請相談・支援及び申請書類の確認等



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 11

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

これまでの
取組状況や
改善点等

　「ことうらﾊﾞｲ・ﾛｰｶﾙ運動」として、商工会が実施する地元消費拡大啓発運動等に対し支援を行ってきた。

合計 7,320

項目

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】飲食店等
認証店応援交付
金

　町内の飲食店等を支援するため、県の新型コロナウイルス安心
対策認証を取得又は取得申請した事業者へ交付金を交付する。
（ア）対象事業者
　　　飲食業及び宿泊業
（ア）要件
　　・町内に事業所を有する中小・小規模事業者及び個人事業主
　　・県の新型コロナウイルス安心対策認証の取得及び令和4年
　　　1月末までに県へ認証申請書を提出していること。
（イ）経費
　　・飲食店等認証店応援交付金　6,000千円
　　　1店舗あたり　100千円

6,000
国

10/10

【新】認証取得
飲食店PR事業

　県の新型コロナウイルス安心対策認証を取得した町内飲食店の
需要喚起を図るため、町民及び山陰エリアを対象とした重点的な
ＰＲを行う。
（１）リーフレット制作（770千円）
　　認証店を町民等へ周知し需要喚起を図るため、各飲食店の
　イチオシメニューを掲載したリーフレットを作成する。
（２）テレビ放映及びYOUTUBEでの情報発信（550千円）
　　認証店を町外へＰＲし需要喚起を図るため、地元民放テレ
　ビ局による番組放映とYOUTUBEでの配信を行う。

1,320
国

10/10

補正後 7,320 7,320 0

（単位：千円）

補正の概要
　飲食店等の需要喚起を図ることを目的として、県の新型コロナウイルス安心対策認証を取得又は取得しよう
とする飲食店等を支援するとともに、認証を取得した飲食店を町内外へ広く周知するため、重点的なＰＲを行
う。

補正の内容

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

7号補正
10月臨時

0 7,320 7,320 0

補正前
今回

補正額
備考

予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 新型コロナウイルス感染症対策費

担当課 商工観光課 担当係 商工担当

3

事業番号 1564 事業名 飲食店等安心対策認証店特別応援事業 事業区分 ■新規 □継続

 4‐2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 134 事業名 一般事務 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業総務費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

7号補正
10月臨時

1,389 327 327

補正後 1,716 1,716

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

賠償金
　・損害賠償金　３２７，０００円（玄関戸等の修繕費用）
　・発生年月日　令和３年８月９日
　・発生場所　　琴浦町大字徳万地内

327 単町

合計 327

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　台風9号（8月9日）の影響により下伊勢共同加工施設の屋根が破損し、近隣住宅の玄関戸等に被害を与えた
ため、修繕に要する費用について賠償金を支払うもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

6－1－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 4

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

　

3
一般会計

事業番号 175 事業名 畜産振興対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係
予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 畜産業費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

7号補正
10月臨時

356,314 5,410 3,606 1,804

補正後 361,724 343,892 17,832

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
畜産災害復旧支
援事業費補助金

　令和３年７月豪雨等により被災した畜舎施設の敷地内の復旧に
係る経費を助成する。

　実施主体：ＪＡ、生産者組織
　復旧箇所：養鶏団地３団地、養豚団地１団地
　事 業 費：10,820千円
　　　　　　（養鶏団地:9,900千円、養豚団地:920千円）
  補 助 率：1/2（県1/3　町1/6）
　補助金額：10,820千円×1/2＝5,410千円

【歳入】畜産災害復旧支援事業費補助金　3,606千円

5,410
県(2/3)
町(1/3)

合計 5,410

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要
　令和３年７月豪雨等により被害があった畜舎施設の敷地内において、土砂撤去、崩落箇所及び排水施設の復
旧に係る経費を助成することで、畜産農家の生産活動の維持向上を図る。

事業の内容
(どうやって)

これまでの
取組状況や
改善点等

養豚団地養鶏団地

6－1－2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

5 2 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

　

3

事業番号 200 事業名 森林整備促進事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 林業費 目 林業振興費

財源内訳
国庫

支出金
県支出金 その他 起債 一般財源

7号補正
10月臨時

5,186 3,250 1,950 1,300

補正後 8,436 3,404 5,032

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
森林作業路網災
害復旧対策事業
費補助金

　令和３年７月豪雨等により路面流出等の被害を受けた森林作業
道等の復旧に要する経費を補助する。

　実施主体：鳥取県中部森林組合
　事 業 費：森林作業道（大藤線）　　　3,000千円
　　　　　　林業専用道（トギヤマ東谷線）900千円
　補 助 率：5/6（県1/2※、町1/3）
　補 助 金：3,900千円×5/6＝3,250千円

 【歳入】作業道災害復旧対策事業　1,950千円

　※県内の復旧費の合計が750万円を超える事業者については
　　県補助率1/2　

3,250 
県(3/5)
町(2/5)

合計 3,250

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　令和３年７月豪雨等により路面流出等の被害を受けた森林作業道等について、復旧に要する経費を補助す
る。

事業の内容
(どうやって)

これまでの
取組状況や
改善点等

大藤線（中村） トギヤマ東谷線（三本杉）

6－1－3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

10 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

【歳入】
　〇県支出金　 千円 （充当先：工事請負費93,370千円）

133,387千円×70％≒93,370千円

　○分担金 千円 （充当先：工事請負費4,017千円、借上料40千円、
　消耗品費100千円、既予算部分20千円）

134,247千円－93,370千円－36,700千円＝4,177千円
負担率：（農地）上限10％

　○起債 千円
　消耗品費100千円、既予算部分300千円）

（134,247千円－93,370千円）×90％≒36,700千円（10万円未満切捨て）

※分担金、起債の既予算充当先(工事雑費、事務雑費の充当先)：委託料320千円

3
一般会計

事業番号 667 事業名 現年発生農地災害復旧事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係

予算区分 款 災害復旧費 項 農林水産業災害復旧費 目 現年発生農地災害復旧費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

7号補正
10月臨時

93,500 133,927 93,370 4,177 36,700 △ 320 地元分担金

補正後 227,427 93,370 4,177 36,700 93,180 地元分担金

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
　工事請負費 　災害復旧事業（国補助分）44箇所　133,387千円

133,387
国  93,370
起債36,000
地元 4,017

借上料
　カラープリンター1台
　（5か月[令和3年11月～令和4年3月]）　

340
起債300
地元 40

消耗品費 　工事設計書作成に係る図面用紙等 200
起債100
地元100

合計 133,927

93,370
(国補助　補助率：70%　農地）

4,177

対象事業費(工事請負費+工事雑費+事務雑費)　134,247千円

36,700 （充当先：工事請負費36,000千円、借上料300千円、

災害復旧事業債(充当率：　90%）

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 7月7日～8日の豪雨により発生した農地災害の復旧を行うため、必要な経費の補正を行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

農地（田）への土砂流入（三本杉） 農地（田）法面の崩落（倉坂）

6－1－4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

10 1 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

【歳入】
　〇県支出金　 千円 （充当先：工事請負費117,079千円、既予算部分2,100千円）

(167,256千円+3,000千円(応急分))×70％≒119,179千円

　○分担金 千円 （充当先：工事請負費5,077千円、会計年度任用職員205千円、
　消耗品費100千円、既予算部分110千円）

172,671千円－119,179千円－48,000千円＝5,492千円
負担率：（農業用施設）上限5％

　○起債 千円 （充当先：工事請負費45,100千円、会計年度任用職員300千円、
　消耗品費100千円、既予算部分2,500千円）

（172,562千円－119,179千円）×90％≒48,000千円（10万円未満切捨て）

※分担金、起債の既予算充当先(工事雑費、事務雑費の充当先)：
　　工事請負費(工事雑費、事務雑費対象外)900千円、委託料279千円、正規職員手当等1,431千円

3
一般会計

事業番号 354 事業名 現年発生農業用施設災害復旧事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係
予算区分 款 災害復旧費 項 農林水産業災害復旧費 目 現年発生農業用施設災害復旧費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

7号補正
10月臨時

105,860 167,961 119,179 5,492 48,000 △ 4,710 地元分担金

補正後 273,821 119,179 5,492 48,000 101,150 地元分担金

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
　工事請負費

　災害復旧事業（国補助分）35箇所　167,256千円 167,256
国 117,079
起債45,100
地元 5,077

人件費
　会計年度任用職員（3か月[令和4年1月～令和4年3月]）
　　報酬383千円、職員手当122千円　

505
起債300
地元205

消耗品費 　工事設計書作成に係る図面用紙等 200
起債100
地元100

合計 167,961

119,179
(国補助　補助率：70%　農業用施設）

5,492

対象事業費(工事請負費(応急含む)+工事雑費+事務雑費)　172,671千円

48,000

災害復旧事業債(充当率：　90%）

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 7月7日～8日の豪雨により発生した農業用施設災害の復旧を行うため、必要な経費の補正を行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

農業用山腹水路の脱落（三本杉） ため池（柳堤）への崩落（松谷）

6－1－5



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

10 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

【歳入】
　〇県支出金　 千円 （充当先：工事請負費10,658千円）

15,226千円×70％＝10,658千円

　○起債 千円 （充当先：工事請負費4,100千円、消耗品費100千円、
　既予算部分300千円）

（15,685千円－10,658千円）×90％≒4,500千円（10万円未満切捨て）

※起債の既予算充当先(工事雑費、事務雑費の充当先)：委託料359千円

3
一般会計

事業番号 668 事業名 現年発生林道災害復旧事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係

予算区分 款 災害復旧費 項 農林水産業災害復旧費 目 現年発生林道災害復旧費

事業期間 開始 － 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他

財源内訳
国庫

支出金
県支出金 その他 起債 一般財源

7号補正
10月臨時

44,870 15,326 10,658 4,500 168

補正後 60,196 10,658 4,500 45,038

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
　工事請負費

　災害復旧事業（国補助分）3箇所　15,226千円 15,226
国 10,658
起債4,100
町    468

消耗品費 　工事設計書作成に係る図面用紙等 100 起債100

合計 15,326

10,658
(国補助　補助率：70%　林道）

4,500

対象事業費(工事請負費+工事雑費+事務雑費)　15,685千円
災害復旧事業債(充当率：　90%）

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 7月7日～8日の豪雨により発生した林道災害の復旧を行うため、必要な経費の補正を行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

林道本谷線の路盤が流失（中村）林道本谷線の路肩が崩落（中村）

6－1－6





令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 12

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 1528 事業名 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種推進室
予算区分 款 総務費 項  総務管理費 目 諸費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

7号補正
10月臨時

0 68,576 67,100 0 760 716 町外者分接種費　760千円

補正後 68,576 67,100 0 760 0 716

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

職員手当
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種　正職員時間外手当
3,033円×4名×100時間＝1,213,200円

1,214
国補助金
10/10

報償費
集団接種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
医師　18,000円×200時間×2名＝7,200千円
看護師3,150円×200時間×4名＝2,520千円

9,720
国負担金
10/10

委託料
接種委託料　2,277円×12,000回＝27,324千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
時間外・休日対応委託料　2,130円×1,200回＝2,556千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

29,880
国負担金
10/10

委託料

コールセンター13,973,825円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
予約システム　　1,130,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
台帳システム改修（3回目）1,925,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
台帳システム改修（情報連携）748,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
接種券発行委託　399,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
医療廃棄物回収　20,000円　　　　　　　　　

18,196

国補助金
18,031千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一般財源　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
165千円

集団接種費
消耗品費（マスク等）400千円、医療材料費　50千円、接種
従事者傷害保険料　60千円、　酸素ボンベ借上　20千円

530
国補助金
10/10

事務費
決済手数料3,036千円、消耗品費（接種兼用紙・シール）
600千円、封筒印刷180千円、郵送料3,760千円、広告料200
千円、はがき1,260千円

9,036
国補助金
10/10

合計 68,576

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
新型コロナウイルスワクチン接種の追加接種（3回目）を行う。
希望者全員が接種できるよう、接種体制を確保する。

これまでの
取組状況や
改善点等

　・4月15日～5月23日　高齢者施設巡回接種　入所者470人施設職員400人
　・5月10日～9月30日　個別接種　約8,400人 （一部継続）
　・6月3日～9月30日 　集団接種　約2,800人
　　Ｒ3.10.6時点　2回目接種終了者　12,009人　78.7％　

補正の内容

 7-1-2



接種スケジュール（予定）

1528 1529 新型コロナウイルスワクチン追加接種について

町民の新型コロナウイルス感染症予防を図るため、ワクチン接種2回終了者で概ね8カ月経過した者を対象に1回追加接種を行う。

事業目的・概要 （すこやか健康課）

 接種券の交付を受けた町民が直接、実施機関（医療機関または町（集団接種の場合））に予約を行い1回追加接種を受ける。
【実施方法】 集団接種・・・町の施設（保健センター）等において行う接種方法
       個別接種・・・医療機関（かかりつけ医等）において外来の方法により行う接種方法

接種方法

2月下旬より
接種開始予定琴浦町対象者（見込み）

　 65歳以上：約6,200人

　16歳以上　約8,700人
　16歳未満　約2,200人 3月中旬以降

接種券発送予定
※R3.1.25までの情報による
自治体説明会資料（厚生労働省）より

実施方法については、県・医師
会等と調整中

２台配置予定
3月中旬・・・１台
5月中旬・・・１台

接種開始
予定

接種
開始
予定

接種
開始
予定

事業費：73,919千円（補正要求額：73,919千円）
【内訳】 ①個別接種費 32,916千円
       接種委託料、国保連手数料
     ②集団接種費 16,827千円
       会計年度任用職員等人件費、医師・看護師報償費、医療材料、接種従事者保険料など
     ③その他経費 24,176千円
       コールセンター委託料、予約システム委託料、接種券発行諸費、システム改修委託料

事業費・予算

事業費：73,919千円

※Ｒ3.9.22までの情報による
自治体説明会資料（厚生労働省）より

想定
スケジュール Ｒ3.10 Ｒ3.11 Ｒ3.12 Ｒ4.1 Ｒ4.2 Ｒ4.3 Ｒ4.4 Ｒ4.5

市町村

対象
対象者数

接種場所 医療機関等 高齢者施設
集団接種
個別接種

集団接種
個別接種

集団接種
個別接種

集団接種
個別接種

医療従事者 高齢者施設 Ｒ3.6接種終了

システム改修など事前準備 接種券順次郵送

追加接種の
見込み試算 接種体制の調整・準備

Ｒ3.7接種終了 Ｒ3.8接種終了 Ｒ3.9接種終了

高齢者470人
従事者400人

100人 2,700人2,800人 3,800人 1,730人

追加接種

※Ｒ3.10.6時点での2回接種終了者　12,009人
（医療従事者　約100人、高齢者施設巡回接種　870人、集団接種　約2,800人、個別接種　約8,240人）



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 11

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3
一般会計

事業番号 1507 事業名 ひとり親家庭支援事業 事業区分 ■新規 □継続
担当課 福祉あんしん課 担当係 生活支援係
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 新型コロナウイルス感染症対策費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

7号補正
10月臨時

0 14,016 14,016 0

補正後 14,016 14,016 0

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

合計 14,016

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、ひとり親世帯に対し、その実情を踏まえた生活支援を行
う観点から給付金を支給する。

補正の内容

第２弾ひとり親
家庭を応援！臨
時給付金支給事
業

【経過】令和２年度以降
・国事業による特別給付を３回実施  　
　〔実施時期〕Ｒ２.８月､12月、Ｒ３.４月　
　〔給 付 額〕子１人当たり５万円
・町事業によるひとり親家庭応援商品券の配布
　〔実施時期〕Ｒ２.７月
　〔給 付 額〕世帯当たり１万円

【ひとり親家庭困窮の現状】Ｒ３.９月末時点
・生活福祉資金特例措置の町内貸付状況
　　６２世帯中１０世帯　
　　ひとり親世帯の割合は貸付全体の１６．１３％
　　（町の全世帯中ひとり親世帯の割合は２．６３％）

○子どもを扶養するひとり親世帯の生活の困難さは続いているた
め、給付による支援が必要と考える。
　併せて、多忙なひとり親が町の情報にアクセスしやすい環境を
整えるため情報提供する。

【対象者】２８０人　１８０世帯（基準日：Ｒ３.10.１）　
・内訳
　①児童扶養手当の受給資格者　２６０人　１７０世帯
　②児童扶養手当を受けていないひとり親　２０人　１０世帯
【支給額】子１人当たり５万円
【実施期間】令和３年１１月１日～令和４年３月３１日
【支給日】
　①１１月上旬　申請不要
　②順次　申請による
【事業費】　１４，０１６千円
・扶助費　５万円×２８０人＝１４，０００千円
・役務費（通信運搬費）勧奨・決定通知
　１８０世帯×８４円＝１６千円

○情報提供
・支給決定通知に町公式LINEアカウントのチラシを同封し、多忙
なひとり親が町の情報にアクセスしやすい環境を整える支援をす
る。

14,016
国

10/10

 8-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

10 2 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

3

事業番号 673 事業名 公共土木施設災害復旧事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室
予算区分 款 災害復旧費 項 公共土木施設災害復旧費 目 公共土木施設災害復旧費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

7号補正
10月臨時

33,911 107,262 70,489 36,700 73

補正後 141,173 70,489 0 0 36,700 33,984

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

報酬 会計年度任用職員賃金（11月～3月：5か月分）【工事雑費】 646 起債

旅費 会計年度任用職員通勤手当（11月～3月：5か月分）【工事雑費】 21 起債

消耗品費 図面用紙、トナー、図面袋、ファイル等の事務用品【工事雑費】 914 起債

工事請負費

災害復旧工事費　105,681千円
　【内訳】町道9箇所　67,428千円
      　　河川2箇所　38,253千円 105,681

国
70,489
起債

35,119
単町
73

合計 107,262

町道丸田下見線（三本杉）の法面崩壊 普通河川兵川の護岸崩壊（両岸）

町道別所中線（別所）の法面崩壊

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 7月7日からの豪雨にかかる災害復旧費（国庫補助対象）の増額

町道大成開拓幹線
（八橋）の法面崩壊

これまでの
取組状況や
改善点等

1次査定：9月28日～10月1日　机上査定　町道6箇所
2次査定：10月12日～10月15日　机上査定　町道2箇所、河川1箇所
3次査定：10月26日～10月29日　実地査定　町道1箇所、河川1箇所

補正の内容

ブロック積による復旧盛土＋張ブロックによる復旧

ブロック積による復旧 ブロック積による復旧

10-1-1
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